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（裏面もご覧ください）

もうすぐ春

寒さがピークの季節ですが、日差しも明るく

なってきて、梅の花のたよりも聞こえてきていま

す。一足一足、春が近づいてきている気配が感じ

られますね。

高校3年生の皆さんにも、早く春が来ることを

願っています。

芸閣…「うんかく」と読みます。

書庫、書斎という意味です。

（「芸」は書籍に挿む虫除けの香草）

中学３年生のみなさんへ

借りている本は、卒業までに忘れず
返却してください。

中学校卒業生は、高校生用の利用者
番号に切り替える作業があるため、
高校入学まで本を借りることができ
ません。

書名に「春」が入っている本を
2冊紹介します。



『４７都道府県ご当地文化百科３０ 和歌山県』丸善出版 編 丸善出版

『おいしい和歌山』おいしい和歌山編集部

『国際法からとらえるパレスチナQ&A―イスラエルの犯罪を止めるために』

ステファニー・クープ 著 岩波書店

『フィールドワークってなんだろう』金菱清 著 筑摩書房

『教員不足―誰が子どもを支えるのか』佐久間亜紀 著 岩波書店

『おとぎ話はなぜ残酷でハッピーなのか』ウェルズ恵子 著 岩波書店

『初めての戦争と平和』鶴岡路人 著 筑摩書房

新しく入った本の紹介

（イラスト：イラストAC）

『四字熟語で始める漢文入門』円満字二郎 著 筑摩書房

『やさしい日本語ってなんだろう』岩田一成 著 筑摩書房

『朝日キーワード2026』朝日新聞出版

『高校生のための文章読本』梅田卓夫ほか 著 筑摩書房

社会科学

和歌山

『ピアノを尋ねて』クオチャンシェン 著 新潮社

『小説にできること』藤谷治 著 筑摩書房

『太宰治全集 ちくま文庫１～１０』筑摩書房

言語・語学

文 学
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